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We propose a loosely coupled implementation model that allows cataloging systems to record FRBR
Work and Expression entities connecting bibliographic records maintained by existing libraries. The
proposed model enables a cataloging system that records Work and Expression entities to operate in-
dependently from existing cataloging systems. We have developed a prototype system that uses CiNii
Books as an existing cataloging system and showed its feasibility.
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また，CiNii Books[2] や NDLサーチ [3]，カー
リル [4] やWorldCat[5] などのように，多くの図
書館の蔵書をまとめて検索したり，書誌データ

























て，RDA（Resource Description and Access）[8]
が英語圏の図書館を中心として開発され，2010
年に正式版が公開された．アメリカ議会図書館
が 2013年 4月から RDAを採用し，また日本の
国立国会図書館においても洋書の目録の作成に
RDA を採用する [9] など，徐々に普及が進んで
いる．同時に図書館業界の関連団体においても，
日本図書館協会の目録委員会 [10] や大学図書館
支援機構 [11]，FRBR研究会 [12]，Project Next-L



























































































































シ ス テ ム ，MI(Manifestation・Item) ハ ブ ，
MI(Manifestation・Item)システムの三層で構成
される．

















































ム (Webサービス)には，CiNii Books[2] や NDL





































































Next-L Enju Root[16] をもとに開発した．Next-





して，MI ハブに CiNii Books を採用したシス
テムを開発した．CiNii Books を採用した理由
は，CiNii Booksのデータ元である書誌ユーティ













































図 5 CiNii Books（MIハブ）を表示している画面
次に，あらかじめブラウザに登録しておいた
ブックマークレットを用いて，作成対象の MI























図 6 MIハブ上において動作させるブックマークレットのコードとリンク先 URLの例
図 7 Work の一覧表示画面．MI ハブの書誌
に対応するWorkを選択する








図 9 において「Create Expression」ボタンを
押して，Expressionを新規に作成すると，MIハ
ブの書誌 URL の情報に対応する Manifestation
が，その Expression に対応する Manifestation
として自動的に作成され，Manifestation の詳























Work が WE システム上に存在する場合，その
中から選択して登録する場合について説明する．
図 7 において，該当するWork タイトル横にあ
る「関連を追加」リンクをたどると，そのWork









る (図 10)．もし，図 11 の一覧の中に該当する
Expression が存在しない場合は，右上の「New
Expression」をたどった先の画面にすすみ，新規
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